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定
価
三
十
円

購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（

）

随時受付中です！一人で悩まず

組合・弁護士にご相談ください

☎03-5390-6021

第
48
回
住
宅
デ
ー

が
25
年
６
月
８
日

（
日
）
午
前
10
時
よ

り
北
区
内
９
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま

れ
、
や
や
暑
さ
を
感

じ
る
中
で
し
た
が
、

支
部
で
事
前
に
各
会

場
を
３
回
廻
り
チ
ラ

シ
配
布
等
の
宣
伝
を

行
っ
た
事
も
あ
り
、

親
子
連
れ
を
は
じ
め

多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

北
区
と
東
京
都
の

後
援
を
受
け
て
実
施

さ
れ
、
来
場
者
は
全

体
で
１
１
０
４
名
、

組
合
員
と
家
族
は
１

４
７
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
住

宅
相
談
も
計
20
件
あ

り
、
住
ま
い
の
悩
み

に
丁
寧
に
対
応
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん

か
ら
も
活
気
が
あ
り

楽
し
め
た
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
親
子

木
工
教
室
も
実
施
さ

れ
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
を
使
っ
た
作
品
づ

く
り
、
本
立
て
や
状

差
し
、
ゴ
ム
鉄
砲
、

各
分
会
、
多
彩
な
催
し
で
大
に
ぎ
わ
い

木
製
の
椅
子
な
ど
を

親
子
で
協
力
し
て
製

作
し
ま
し
た
。

中
で
も
人
気
だ
っ

た
の
は
多
く
の
会
場

で
実
施
し
た
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
教
室
で
し

た
、
多
く
の
子
供
で

賑
わ
い
、
タ
イ
ル
枠

の
材
料
が
午
前
中
で

な
く
な
る
会
場
も
出

る
な
ど
大
盛
況
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の

創
造
力
を
引
き
出
す

内
容
と
な
り
ま
し

た
。東

京
土
建
組
合
員

の
持
つ
技
術
を
地
域

に
伝
え
、
感
謝
を
込

め
て
開
催
さ
れ
た
一

日
は
、
笑
顔
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
貢
献

か
ら
住
民
や
自
治
体

と
の
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
き
ま
す
。久しぶりに公園での開催となった西ヶ原分会

地域の方からの住宅相談もありました。

６
月
30
日
、
北
支

部
賃
金
対
策
部
・
Ｐ

Ａ
Ｌ
役
員
・
労
働
対

策
部
合
同
で
、
全
国

安
全
週
間
現
場
訪
問

行
動
を
行
い
ま
し

た
。北

支
部
で
は
、
こ

の
間
年
３
回
、
工
事

価
格
９
０
０
０
万
以

上
の
、
公
契
約
条
例

適
用
現
場
を
中
心
に

訪
問
行
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

今
回
の
行
動
で

は
、
今
年
６
月
の
省

令
改
正
に
よ
り
、
事

業
所
の
安
全
対
策
が

よ
り
一
層
厳
し
く
な

っ
た
、
現
場
の
熱
中

症
対
策
を
中
心
に
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。

「
区
営
浮
間
四
丁

目
ア
パ
ー
ト
新
築
工

事
」
で
は
、
元
方
の

監
督
と
熱
中
症
対

策
、
墜
転
落
防
止
、

公
契
約
条
例
適
用
現

場
で
の
賃
金
状
況
に

つ
い
て
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

「
旧
神
谷
中
学
校

解
体
工
事
現
場
」
で

は
、
元
方
の
監
督
と

熱
中
症
対
策
を
中
心

に
懇
談
『
解
体
工
事

現
場
で
は
ふ
ん
じ
ん

と
火
気
の
危
険
性
が

高
い
た
め
空
調
服
の

使
用
に
は
危
険
が
伴

う
た
め
一
概
に
勧
め

ら
れ
な
い
』
な
ど
の

話
が
出
さ
れ
ま
し

た
。支

部
で
は
、
今

後
、
公
契
約
条
例
対

象
現
場
で
定
例
の
賃

金
実
態
調
査
を
行
い

条
例
を
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
し
て
い
く

取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

書
記

石
島
淳

近
年
の
猛
暑
に
よ

り
、
熱
中
症
に
よ
る

労
働
災
害
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
特
に
死

亡
事
故
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
受
け
、
労
働

安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
規
則
が
改
正
さ

れ
、
職
場
で
の
熱
中

症
対
策
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
者
に
は
労
働

者
の
熱
中
症
を
予
防

す
る
た
め
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
対
策
を
怠
っ

た
場
合
に
は
罰
則
が

科
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
義
務
化

さ
れ
た
内
容
は
以
下

の
４
点
。
①
熱
中
症

対
策
に
関
す
る
体
制

の
整
備
②
対
策
手
順

書
の
作
成
③
作
業
現

場
の
環
境
管
理
④
労

働
者
へ
の
教
育
と
周

知
。
対
象
と
な
る
作

業
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値

（
暑
さ
指
数
）
が
28

度
以
上
、
ま
た
は
気

温
が
31
度
以
上
の
環

境
下
で
、
1
時
間
以

上
連
続
し
て
作
業
を

行
う
場
合
等
で
す
。

熱
中
症
対
策
は
、

事
業
者
の
責
任
と
し

て
当
然
の
こ
と
で
す

が
、
何
よ
り
重
要
な

の
は
労
働
者
自
身
が

体
調
の
変
化
に
気
づ

き
、
無
理
を
し
な
い

こ
と
で
す
。
熱
中
症

対
策
に
は
万
全
を
期

し
、
健
康
と
安
全
を

第
一
に
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

西
が
丘

栗
木
末
蔵

豊王分会の会場は子供たちで大賑わいでした

包丁研ぎにも多くの持ち込みが
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６
月
25
日
、
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
に
て

「
賃
金
単
価
引
き
上

げ
・
予
算
要
求
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
47
都
道

府
県
か
ら
１
８
７
７

人
が
参
加
し
、
東
京

土
建
か
ら
は
８
３
９

人
、
北
支
部
か
ら
も

21
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
「
物
価
高
騰
か

ら
仕
事
と
暮
ら
し
を

守
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
処
遇
改

善
と
建
設
国
保
予
算

の
確
保
、
賃
金
単
価

の
引
き
上
げ
を
求
め

る
声
を
あ
げ
ま
し

た
。午

前
中
は
都
庁
第

二
庁
舎
前
に
集
結

し
、
東
京
都
連
の
仲

間
と
と
も
に
保
健
医

療
局
、
都
市
整
備
局

な
ど
へ
の
対
都
要
請

を
実
施
。
都
議
選
直

後
と
い
う
重
要
な
時

期
に
、
現
場
の
声
を

直
接
届
け
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

交
渉
団
を
送
り
出

し
た
後
に
は
集
会
を

行
い
、
そ
の
後
、
参

加
者
は
日
比
谷
野
音

に
移
動
。
日
比
谷
会

場
で
は
、
全
建
総
連

の
鈴
木
委
員
長
が

「
物
価
高
騰
と
安
定

し
な
い
賃
金
が
建
設

労
働
者
の
生
活
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
」
と
し
て
、
賃

上
げ
と
処
遇
改
善
に

向
け
て
全
力
で
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
与
野
党
の

国
会
議
員
が
登
壇

し
、
「
建
設
国
保
の

予
算
を
し
っ
か
り
確

保
す
る
」
（
立
憲
・

枝
野
議
員
）
、
「
地

域
の
守
り
手
と
し
て

皆
さ
ん
の
役
割
に
感

謝
」
（
公
明
・
塩
田

議
員
）
、
「
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
の

実
現
が
必
要
」
（
社

民
・
大
椿
議
員
）
な

ど
、
現
場
の
要
求
に

応
え
る
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

「

は
が
き
運
動
」
へ
の
協
力
も

引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す

賃金単価の引き上げをプラカードでアピール

全
建
総
連
の
小
倉

書
記
長
は
基
調
報
告

の
中
で
、
「
今
こ
そ

技
能
に
見
合
っ
た
賃

金
と
制
度
改
革
が
必

要
だ
」
と
訴
え
ま
し

た
。
猛
暑
を
考
慮

し
、
今
回
は
デ
モ
行

進
は
実
施
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
要
求

実
現
に
向
け
た
意
思

統
一
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

あ
わ
せ
て
、
北
支

部
で
は
建
設
国
保
予

算
獲
得
に
向
け
て
、

先
月
よ
り
「
は
が
き

運
動
」
へ
の
協
力
を

組
合
員
に
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
現
行
水

準
の
維
持
と
補
助
金

の
拡
充
を
目
指
す
重

要
な
運
動
で
す
。
引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

賃金アップ・土建国保の維持に向け

団結して頑張りましょう！

来
月
７
月
号
は
平
和
特
集
号
と
な
り
ま
す
。

組
合
員
の
方
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
原

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
平
和
特
集
号
の
テ
ー
マ

は
、
「
仲
間
と
つ
な
ぐ
平
和
、
つ
な

が
る
未
来
」
で
す
。

是
非
多
く
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま

す
。
メ
ー
ル
で
の
投
稿
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
原
稿
は
７
月
22
日
ま
で
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

メ
ー
ル
で
の
投
稿
の
場
合
は
下
記

ア
ド
レ
ス
ま
で
。
顔
写
真
を
添
付
の

上
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

平
和
特
集
号原

稿
募
集

問い合わせ・投稿はこちらまで

☎03-5390-6021 FAX03-5959-5766

takahashi@doken-kita.com 教宣部


